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教員学術研究会（平成23年度）
平成23年12月7日
サイトリノベーションについて
環境デザイン学科 教授 杉浦久子
研究室では建築の立場から人と環境（場所）の関係をテーマに10年ほど前から毎年，実際のまちに出
て1/1プロジェクトを行ってきた。これを「サイトリノベーション」と名付けて現在もプロジェクト
を進めている。発表会において今までの各プロジェクト（以下に示す）を紹介し，活動内容の概要をまと
め発表を行った。
・ 2000 トークピースケース ［連絡通路］ 世田谷 三軒茶屋 「世田谷アートタウン2000」
・ 2001 サイクルプランツプロジェクト ［高架下］ 世田谷 三軒茶屋 「世田谷アートタウン
2001」
・ 2002 蚊帳のウチ ［遊歩道］ 千葉 おゆみ野 アートユニバーシアード「菜の花里美発見展」
・ 2003 ユキノウチ ［住宅地］ 新潟 十日町 大地の芸術祭「越後妻有アートトリエンナーレ
2003」
・ 2004 ココしかけ ［庭］ 世田谷 二子玉川 「せたがやトラストウィーク2004」
・ 2006 幸（ユキ）のウチ ［住宅地］ 新潟 十日町 大地の芸術祭「越後妻有アートトリエンナー
レ2006」
・ 2007 cobweb［庭］ 世田谷 烏山 「昭和女子大学 現代GP環境」
・ 2008 イセキのミチイセキのミセ （ねこみち こみち まねきみち）［空き店舗］
世田谷 山下 豪徳寺 「昭和女子大学 現代GP環境」
・ 2009 雪ノウチ ［住宅地］ 新潟 十日町 大地の芸術祭「越後妻有アートトリエンナーレ2009」
オノマトペA面 渋谷駅周辺エリアリサーチ「建築雑誌2009，10月号 東京新地形論」
・ 2010 オノマトペB面 ［地下鉄駅構内］ 副都心線渋谷駅 「shibuya1000URBANEXPO2010」
シャラぽゎん ［大学構内］ 世田谷 三軒茶屋 「秋桜祭 2010」
・ 2011 ブックツリ～ ［跨線橋（自由通路）］ 渋谷駅 「shibuya1000URBAN EXPO2011」
はなみち ［外構植栽］ 六本木 六本木ヒルズ （計画案）「六本木アートナイト2011」（震
災により中止）
Re
▲
Birth［倉庫内］ 横浜 新港村 「横浜アートトリエンナーレ2011」
Re
▲
BirthⅡ 海月（くらげ）［大学構内］ 世田谷 三軒茶屋 「秋桜祭 2011」
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2000トークピースケース［連絡通路］世田谷 三軒茶屋
2002蚊帳のウチ［遊歩道］千葉 おゆみ野
2004ココしかけ［庭］世田谷 二子玉川
2007cobweb［庭］世田谷 烏山
2009雪ノウチ［住宅地］新潟 十日町
2010オノマトペB面［地下鉄駅構内］副都心線渋谷駅 2010シャラぽゎん［大学構内］世田谷 三軒茶屋
2011Re
▲
Birth［倉庫内］横浜 新港村
2001サイクルプランツプロジェクト［高架下］世田谷 三軒茶屋
2003ユキノウチ［住宅地］新潟 十日町
2006幸（ユキ）のウチ［住宅地］新潟 十日町
2008イセキのミチイセキのミセ［空き店舗］世田谷 山下，豪徳寺
2009オノマトペA面 渋谷駅周辺エリアリサーチ
2011ブックつり～［跨線橋（自由通路）］渋谷駅 2011はなみち［外構植栽］六本木 六本木ヒルズ
2011Re
▲
BirthⅡ 海月（くらげ）［大学構内］世田谷 三軒茶屋
■はじめに（背景）
今日，建築を取り巻く状況は，スクラップ&ビルドの時代から，既にあるストックを見直す時代へと
変化している。このような流れの中で，既存空間の質を再発見し，顕在化させ，新たな場を創出すること
も建築的命題である。また，個々の建築だけでなくそれらをぐ空間が大事であり，まちが活性化するた
めには，そうした場所で起こる出来事が重要であると考えている。
■サイトリノベーションの経緯と定義
研究室では建築の立場から人と環境（場所）の関係をテーマに研究及び，設計活動を行っている。10年
ほど前から毎年，実際のまちに出て1/1プロジェクトを行ってきた。可能性の埋もれていた場所を発見
し，空間を操作することで，人の行動を誘発する「居場所」へと変える。こうした活動をまちに「居場所
をつくるサイトリノベーション」と名付け設計，実施活動を行ってきた。
「サイトリノベーション」とは，広義において建築的行為であるが，更地のみを対象とする訳ではな
い。多くの場合，既にある環境に加えることを行うが，場所の状況に応じて差し引くことや，積極的な意
味において建てないという選択も含まれる。「既存空間の質や意味を見いだし，人を含む空間全体を関係
づけてゆくような環境（場）を創出すること。」である。
■サイトリノベーションの手法
「既存空間の意味を見出し，人を含む空間全体を関係づけるような環境をつくる」という目的のために，
まず，私たちの暮らす場所，環境をリサーチし，リーディングを行う。（環境のサイトリーディング）次に，
既存空間の中にポテンシャルのある場所を見つけ，空間を設置して状況を起こし，「居場所」をつくる。
具体的には，「インスタレーション」というアート的手法を用い，まちに仮設的な空間を設置し「場」に
「出来事」を起こすことを行う。大きな開発行為ではなく，場所に最小限の付加（負荷）を考えている。
今までのプロジェクトにおける手法を整理すると，以下の4つのkeywordにまとめられる。
1，最小限の仕掛け
素材は主にその場所で簡単に手に入るものを使用し，施工方法はセルフビルドで設営を行い，素材
そのものも多くはハンドメイドで制作する。サイトのリーディングを行い，あるアクティビティを
起こす可能性のある場所を発見し，最小限の仕掛けを施す。
2，見立て
「見立て」とは，「なぞらえる。見なす。」という意味であり，「あるものを見たときに，別のものを
想起し関連づける」ことをいう。場所に状況を起こし，まちを活性化する場合，多くの人々のコミ
ュニケーションの場となることが期待される。「見立て」はこのような目的に対して有効に働く。
3，参加のデザイン
最小限の仕掛け（素材施工）ゆえに，誰でも参加しやすい，デザインのプロセスとなる。多くの人々
に協力を願い，ともに制作，設営を行うことで，地域活性の一助となる。
4，プリミティブ
古今東西，人々が日常生活のなかで獲得した技や知恵，経験をデザインに取り込んでいる。プリミ
ティブなモノのなかに素晴らしい技術や可能性が潜んでいる。こうしたものを掘り起こすことで
「コロンブスの卵」的な発見を行ってゆきたい。
■サイトリノベーションによってもたらされたもの
ただボンヤリとした何気なかった日常の場に，様々なアクティビティが起こり，人々の交流空間として
機能し，まちが活性化してゆく。建築物というモノのデザインではなく，コトや状況のデザインを行って
いると考えている。この場を訪れる人たちの自由な行為を誘発する空間になることを願っている。
■サイトリノベーションのまとめ
以上のことから「サイトリノベーション」とは，その場の環境条件ヒトコトモノを読み込み，
まちの活性化や人々の交流を促す場として機能することを目的とした広義の意味での建築的営為であると
いうことができる。
―87―
平成24年2月14日
着心地の評価 若者と高齢者の比較
環境デザイン学科 教授 猪又美栄子
高齢社会の中で，現代の高齢者は積極的に活動をしようとしており，衣服については快適機能的で，
ファッショナブルなものが求められている。しかし，日本の既製服の現状は，中年や高齢者の体型や身体
機能に適合して着心地が良く，外観も満足できるものが少ない。衣生活調査の結果では，衣服購入時に若
者はデザインと価格を重視しているが，高齢者は着心地と素材を重視している。私たちの研究室では，衣
服の着心地や機能性という一見捉えどころのないものを定量化しようとしてきた。主に衣服の動作適応性
の評価について，若者と高齢者を対象に衣服の条件を変化させた着用実験を行い検討している。衣服の動
作適応性の評価方法としては，官能評価，衣服と人体の接触圧，動作観察，筋電図，関節角度，動作時間
を用いている。幅広い年齢の着用者を対象としても正確なデータを得ることができるように実験方法を工
夫してきた。
ボタンのかけはずしに関する実験から，若者と高齢者のボタンかけ動作に違いが見られ，高齢者ではボ
タンをかけにくくなっている人が存在するためにボタンかけ時間の平均値が長くなっていることがわかっ
た。また，ボタンをかけにくい人にとっては，糸足をつけてボタンをつけた場合にボタンかけ時間が短縮
し，ボタンかけに関する評価が上がった。しかし，ミシンでつけた既製服のボタンを短時間でかけられる
人にとっては，糸足の有無による時間差は大きくはない。上半身用衣服に関する実験からは，高齢者は衣
服素材の重さや剛軟度の差を若者よりも敏感に判定して，着心地評価に反映させていることが推測された。
また，動作を拘束する程度がある範囲を超えると，若者と高齢者の官能評価や筋電図からの評価の差が大
きくなることも認められた。
元気な若者にとっては問題にならない程度の衣服のゆとりや着脱のための開きの位置や量などの設計条
件の違い，衣服重量，衣服間のまさつ，接触感などの素材特性，ボタンなどの留め具の条件の違いが，身
体機能が低下している高齢者の着心地を大きく変化させていることが，着用実験の結果から示された。さ
らに，様々な視点からの実験的研究を重ねて身体状況の違いによる着心地の変化について検討することで，
身体の衰えた人にとっても「着心地が良い」と感じられる衣服を提供できるであろう。
平成24年2月14日
子どもの成長変化に対応した子ども部屋のあり方に関する考察2
環境デザイン学科 助手 小森佑子
1990年代，神戸連続児童殺傷事件，新潟少女監禁事件といった個人が過ごす空間としては十分過ぎる
上，住宅内からも孤立した子ども部屋での凶悪犯罪が発生し，親達は部屋の与え方について模索を続けて
いた。そして2000年に入ると，難関私立中学校有名国公立大学へ入学した子ども達の「勉強空間には
共通点がある」という見解がメディアを通して広まり，子ども部屋を考える上で「勉強」という行為に過
度な関心が寄せられ始めた。
本来子ども部屋という空間は，子どもの自立を促し，人格を育むためのものであり，そこで行われる一
つの行為にのみ，特化して考えるべきではない。子どもの自立と，人格形成で基となる親子関係を支える
子ども部屋のあり方を，子どもの成長と性差を加味し，明らかにすることが本研究の目的である。
子どもの自立は，子どものプライバシー意識の発達と親子関係の変化の中で，達成されるものである。
そこでまずは子ども部屋居住歴に関するアンケートより，子ども部屋に対する認識レベルと，パーソナル
機器の導入経緯を把握し，子ども部屋に対するプライバシー意識と管理意識，親子関係の反映状況を捉え
る。子どもの成長段階は，学校教育と関わりが深いので，小学校前期（79歳），小学校後期（1012歳），
中学期（1315歳），高校期（1618歳），青年期（19歳以降）の5段階に分類。分析にはアンケートの記述部
分も重視した。アンケート内容は子ども部屋の所有状況の変化設置される機器主要な生活行為使用
時間家族の出入り鍵の有無扉の開閉等である。
調査対象は，子ども達の自ら学び考える力や豊かな人間性などの「生きる力」を育むことを狙いとした
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「完全週5日制」が導入された2002年前後に小学校に入学し，制度の本格的な実施から10年，子ども達
の学力低下を招いた原因とされ，「脱ゆとり教育」を主とした新学習指導要領が施行された2011年前後に
大学生活を迎えた世代である。
子ども部屋を与えられる主なきっかけは小学校入学，またそれに伴う準備段階の家具所有である。その
後，本人もしくは兄弟の就学状況の変化と共に，使用形態を変えながら，16～17歳までには現在の使用
形態を迎える。初めに専有部屋を与えられる割合は男性が高い。共有部屋使用の兄弟の特性はほぼ姉妹で
あるということだ。男女混合の兄弟に関しても，初めのうちは性別に関わらず年齢順に1人部屋を優先的
に与えられてきたが，中学入学を迎えた頃から男兄弟優先で，1人部屋が与えられ，姉と妹が同室を使用
するという傾向が見られる。この性差は親側の子どもの性別に対する認識差が表れていると言える。なぜ
男性が専有部屋を優先的に与えられるのか。両タイプ（専有部屋／共有部屋）経験者に専有部屋の利点と欠
点を尋ねたところ，「見られたくないものがある」という強い意識が著しく表れた。また「友達を呼ぶ」
という点でも女性は居間や客室へ案内する割合が高いのに対し，男性は子ども部屋へ招き入れている。こ
の交友関係のあり方も一つの要因と考えられる。
使用時間については教育課程が進むほど，子ども部屋で過ごす時間が増加しており，男女ともに自宅内
で最も落ち着く場所として「子ども部屋」を挙げている。が，約半数が不満も感じながらの使用である。
中学期高校期と子ども部屋滞在時間が顕著に増えると使用にも変化が生まれ，使用法に工夫やこだわり
を持ち始める割合が高い。
更にその頃，自分のプライバシーを意識し始め，テレビやパソコン携帯電話といったパーソナル機器
の所有が開始される。パーソナル機器の所有への懸念事項は「拘束力」である。テレビの所有状況別に子
ども部屋の滞在時間をまとめてみたところ，子ども部屋滞在の割合が高いのはやはり男女ともにテレビ所
有者であった。
最後に各時期における子ども部屋での行為を検証する。子ども部屋を与える際「勉強に集中できる環境
を与えたい。でも引きこもらせたくはない。」という親の意見をよく耳にする。アンケート結果でも各時
期，子ども部屋で行う最多時間行為は男女ともに「勉強をする」であった。しかし，注目すべきは中学期
以降の勉強に続く行為である。中学期を境に，女性は「考え事をする」「電話をする」といった思案的要
素，一方男性は「趣味をする」「音楽を聴く」「携帯を使用する」といった気分転換要素が台頭している。
また同時期「子ども部屋に閉じこもりたくなったことがある」「子ども部屋への家族の出入りが気になっ
たことがある」という回答も増えている。各自，当時「反抗期」であったことを自覚し，自分の留守中に
「部屋を掃除される」「所有物を見られる」ことに抵抗を感じている。家族と自分の距離感を計りながら，
子ども部屋にプライバシーを求めているのだ。ただ，行為の要素に差があったように，自分と向かいあう
ための時間の使い方に，男性と女性では違いがあるようだ。
今後考察を続けるにあたり，子どもや家族の生活動態がどう変化していくか，予測が必要となる。年々
子どもの通塾率は高まり，在宅時間の減少から親子間のコミュニケーション不足が深刻化している。そう
いった状況は，子どもが部屋にあるパーソナル機器に依存する傾向を強め，子ども部屋をより閉鎖的な空
間とするだろう。親の管理が希薄な程，節度のない使用や夜更かしから，子どもの生活リズムは乱れ，親
子間のトラブルの元となる心配がある。そこで提案として，子ども部屋の使用について，決まりを設ける。
親からの一方的なものではなく，子どもの意見にも耳を傾け，自主性を尊重するものとする。また決まり
だけでなく，子どもが子ども部屋に抱えている「不満」の解消方法，子ども部屋に対する「こだわり」の
充実方法などを併せて話し合うことで，生活リズムの乱れだけでなく，コミュニケーション不足の解消に
つながると考える。親子のコミュニケーションを生むきっかけの一つとして子ども部屋が存在するという
認識のもとに，年代に応じた子ども部屋に求められる役割を明らかにしていきたい。
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